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10人 10人 7人 5人 9人 14人 10人
１）年齢別参加者人数（総数97人）*
0/1才
２才 ３才 ４才 ５才 ６才 ７才 ８才 ９才 不明
17人 14人 11人 22人









初　回 ２回目 ３回目 ４回目 5回以上 不　明


























































































































































































































































































































































７/ 5（土）① ４ ３








８/ ２（土）① ７ ４
８/ ２（土）② 10 ６
８/ ３（日）① 16 11
８/ ３（日）② 19 18





歌：Hokey Pokey、The Itsy Bitsy Spider、Head, 
Shoulders, Knees and Toes、Old MacDonald 
Had a Farm、Rock, Paper, Scissors、Hello 
Song、 Bingo、If You’re Happy and You Know It
絵 本：Goodnight Moon、From Head to Toe、The 
Very Hungry Caterpillar、Brown Bear, Brown Bear, 
What Do You See?、Today is Monday、 Spot Can 
Count、Where’s Spot?、Where’s the Fish?、Peek-
a-Boo
かみしばい：Snow White、Little Red Riding Hood、 
Momotaro、The Mouse’s Wedding、The Three 
Little Pigs、The Rabbit of Inaba、The Legend of 
Yamata no Orochi
３）今後の英語教育の改善・充実方策について　報
告～グローバル化に対応した英語教育改革の五つ
の提言～　（登録　平成26年10月）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/
shotou/102/houkoku/attach/1352464.htm
４）「グローバル化に対応した英語教育改革実施計
画」について、文部科学省では，初等中等教育段
階からのグローバル化に対応した教育環境作りを
進めるため，小中高等学校を通じた英語教育改革
を計画的に進めるための「英語教育改革実施計画」
を平成25年12月13日に公表した。
　http://www.mext .go. jp/a_menu/kokusai/
gaikokugo/1343704.htm
　「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」
pdfファイル
　http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/25/12/__
icsFiles/afieldfile/2013/12/17/1342458_01_1.pdf
5）現在、日本の外国語（英語）教育が様々なレベ
ルで新たな局面を迎えている。小学校での外国語
活動に関しては、小学校と中学校との連携、中学
校や高校での授業のあり方なども含め、上述した
ように文科省は新たな試みを促す提言を発表して
いる。注３の文科省『今後の英語教育の改善・充
実方策について』では、これからの日本社会につ
いて次のように述べられている。2020年の東京オ
リンピックの先、2050年頃には「我が国は、多文
化・多言語・多民族の人たちが、強調と競争する
国際的な環境の中にあることが予想され、そうし
た中で、国民の一人一人が、様々な社会的・職業
的な場面において、外国語を用いたコミュニケー
ションを行う機会が格段に増えることが想定され
る。母語教育に加え、外国語教育の重要性が一層
高まるのである。」グローバル化が最終段階に達
した世界を見据え、日本人の外国語運用能力に対
して、そして世界経済の中での日本人の位置に対
して、危機感を感じている文言であることは明ら
かである。小学校での外国語教育も、遅々として
進んでいないように思う。2014年のノーベル物理
学賞を受賞した中村修二・米カリフォルニア大サ
ンタバーバラ校教授の新聞インタビューでの言葉
が印象深い。「ほかに日本へのメッセージはあり
ますか。」の問いに対し次のように述べている。「日
本はグローバリゼーションで失敗していますね。
携帯電話も日本国内でガラパゴス化している。太
陽電池も国内だけです。言葉の問題が大きい。第
１言語を英語、第２言語を日本語にするぐらいの
大改革をやらないといけない。（朝日新聞、2014
年10月18日、朝刊）」
（受稿 平成26年12月８日，受理 平成26年12月15日）

